



































　一方海外に目を向けると ，もう枚挙にいとまがない。Ｅ ・ヘミングウェイやＮ ・メイラーの名
前はすぐ思い浮かぶし，ｒＷ ・Ｃ ・ハインツとテ ッド ・ホーグランド，（中略）バッ ド・ シュ ルバ
ーグ，アーウィン ・シ ョー ネルソン ・アルグレン，リング ・ラードナー ジェイムズ ・ファレ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）ル， ジョン ・オハラ ，ジャッ ク・ ロンドン」のほか，ピート ・ハミル，クリス ・ミード，レナー




　ロンドンは鉦類のスポーツ好きであ った。Ｈ 　Ｌａｃｈｔｍａｎ が編み “Ｓｅｌｅｃｔ１ｏｎｓ　 ｆｒｏｍＪａｃｋ　 Ｌｏｎ －
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）ｄｏｎ’ｓ　Ｇｒｅａｔｅｓｔ　Ｓｐｏｒｔｓ　Ｗｒ１ｔｍｇ ’’ とサフタイトルを打った刺こは，１５篇のフィクシ ョンや記事が




Ａ　ｍａｎ　ｏｆ　ｅｎｅｒｇｙ　ａｎｄ　ｄ．ｌｖｅｒｓ１ｔｙ，Ｌｏｎｄｏｎ　ｗａｓ　ｃｅ血ａｍ１ｙ　ｍｏｒｅ　ｏｆ　ａ “ｊａｃｋ－ ｏｆ－ ａ１１－ｓｐｏｒｔｓ ’’ ｔｈａｎ
　　　　　　　　　　　　　　８）ａ　ｍａｓｔｅｒ　ｏｆ　ａｎｙ　ｏｎｅ　ｍ　ｐａｒｔ１ｃｕ１ａｒ























と立松は書いているが，その最たるシーンがノ ックアウトである。しかも ，ノッ クアウトのあと
には，時として死が待ちうけている場合もあるのだ。ロントン自身は ，‘‘Ｗｅ　ｌ１ｋｅ 丘ｇｈｔｍｇ－ｔ’ｓ






た。 そして，ロンドン ・プライズ ・リングのルールが適用されていた１８世紀末頃まででも ，なお



















　　　　　　　　　　　２０）ｆｒｏｍ＄１０ｔｏ翁５０ｆｏｒ　ａ　ｓｅａｔ ’’ と， ロンドン自身が明記しているあたりに，その辺の事情を読みと
ることができよう 。
　こうして１９２０年代へと移ると ，拳聖と調われたジャッ ク・ デンプシーの黄金時代となり ，さら









ジョンスンとは，１９０８年に黒人最初の世界ヘビー級王座に就いたジャッ ク・ ジョンスンのことで ，
彼はその傲慢性ゆえに，「黒人に対する悪い固定観念を植えつけ，人種差別に完壁な正当性をあ
　　　　　　２４）たえてしまっ た」という 。とりわけ，ロンドン自身も記事を書いて大々的な触れこみを行なっ た
白人挑戦者ジム ・ジェフリーズとの一大決戦で，ジ ョンスンがタイトルを防衛してからというも
の， 人種暴動が多発していっ た。 元来根強くあ った人種差別の火にジ ョンスンが油を注いだ格好
の２０世紀初頭の１５年間であ ったわけだが，作家としてのロンドンの諸活動も偶然この時期にちょ






た。 やがて，今日行なわれているボクシングの礎となるマーキス ・オブ ・クィーンズベリ ・ルー
　　　　　　　　　　　　　　２６）ルス（Ｍ。。ｑｕ１．ｏｆＱｕ。。ｎ．ｂ。岬。ｕ１。。）が制定された。中でもベアナ ソクルの禁止は，ホクシングが
近代的なスポーツとして脱皮するうえで画期的なルールとなっ た。「１８８９年，第７５ラウンドに彼
（＝ジ ョン ・Ｌ ・サリヴ ァン）がジェイク ・カーレインをＫＯした試合が，素手で闘 った最後のヘビ








と書いている通り ，近代性が問われれば問われるほどミス ・マッ チも避けられねばならない ・










両選手の体重 ・体格 ・力量の違いが顕著で，１４ラウンドは戦ったもの，ミス ・マソ チであ った様
子が容易に想像できる 。







　　　　　　　　　３４）から，度肝を抜かれる」。 これも ，Ｊ ・ロンドンの生きた時代と重なりあう 。２０ラウンドや３０ラウ
ンドやるのは決して珍しいことではなかったというのだから，今日とはまさに隔世の感がある 。
　クィーンズベリ ・ルールに導入されたもので重要なものといえば，レフェリーの登場である 。

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）アスレチ ック ・クラブやもぐり酒場などで試合が行われていた」といっ たあたりに、当時の状況
を見てとることができる。「ごく一部の州」とは，カリフォルニアとネヴ ァダである。それでも





















　にもかかわらずＪ ・Ｃ ・オーツは，ｒボクシングは最も危険なスポーツではない」と切りだし ，
事例を引きながら以下のように続ける 。
年問の死亡数では，ボクシングは，フットボール，サラブレ ッド ・レース，カーレース，登山，その他










い。 強者に対する憧憶とビ ッグ ・マネーを手にできることに見る果てしない夢である。ｒ強いも





ノンタイトル）でも２，ＯＯＯ万ドル（約２０億円）という超破格のファイトマネー である 。Ｊ ・ロンド
ンも ，１９１０年６月２３日に書いている 。“Ｗｈｙｄｏ　ｍｅｎ丘ｇｈｔ？Ｂｅｃａｕｓｅ　ｏｆｔｈｅｍｏｎｅｙ　ｍ１ｔ ’’ （ｐ２６５）






















コールトラ ソシュ に加わ ったこと（２１～２２歳）等々，枚挙にいとまがないほとだ。具体的には ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８８）
　　　　　　　　　　　　　　　ボクシングとＪ ・ロンドン（辻井）　　　　　　　　　　　　　　１８７






と， 彼自身が述べた通り ，ボクシングには若い頃からかなりの興味 ・執着を抱いていた。また ，
単に観戦だけでなく ，暇を見つけては実際に自らグロー ブを着けてボクシングに興じた。現に
‘‘Ｉ　ｏｆｔｅｎ　ｐｕｔ　ｏｎ　ｇ１ｏｖｅｓ　ｍｙｓｅ１ｆ”（ｐ２５９）と記事に書いているし，証拠写真も何枚か残っている 。










































































































ｗａｓｎｅｖｅｒａ ｈｅａｖｙ－ｗｅｌｇｈｔｓｏｗｅ１１ａｎｄ ｓｙｍｍｅｔｒ１ｃａ１１ｙｐｒｏｐｏれ１ｏｎｅｄ’’ （ｐ２６９）と，これほど釣り
あいのよくとれたヘビー級の試合はないとの見方を示している一方で，決して差別発言なのでは







と， かなり長引くとしている 。３０や３５といっ たラウンド数まで記されているところが，当時のボ
クシングを如実に写しとっ ていて興味深い。最終の試合当日の記事は ，‘‘０ｎｃｅ　ａｇａｉｎ　ｈａｓ　Ｊｏｈｎ－
ｓｏｎ　ｓｅｎｔ　ｄｏｗｎ　ｔｏ　ｄｅｆｅａｔ　ｔｈｅ　ｃｈｏｓｅｎ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔａｔ１ｖｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｗｈ１ｔｅ　ｒａｃｅ，ａｎｄ　ｔｈ１ｓ　ｔｍｅ　ｔｈｅ　ｇｒｅａｔｅｓｔ











などは，そうした構図が浮き彫りにされた箇所であろう 。ジ ョンスンにとっ ては分の悪いことば
かりで，有利な条件など何１つ見あたらなかったのである 。
　にもかかわらず結果的には，「ジ ョンソンは第１４ラウンドまで余裕た っぷりに試合をすすめ ，





























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５９）　「ボクシングにおいて “根性”“闘志”ほど重要なものはない」と ，ジ ョー・ 小泉は言う 。これ
は， 古今東西変わるものではあるまい。Ｊ ・ロンドンは，幼少の頃から頻繁にけんかをしていた 。

































































３７）Ｊ ・Ｃ ・オーツ，上掲書，ｐ．１２６ ．
３８）同上，ｐ．１３６
３９）　クリス ・ミード，上掲書，ｐ．２３ ．
４０）Ｊ ・Ｃ ・オーツ，上掲書，ｐ．１２２ ．
４１）同上，ｐｐ．１２６ －７ ．
４２）同上，ｐ．１６２ ．








　ネ土 ，　 １９８９） ，　ｐ．３７８
４９）丁加Ｌ ０５ ルｇ３伽亙エ舳伽れＭａｙ１，１９１ａ




















Ｊ・ Ｃ・ オーツ，上掲書，ｐ．１１７ ．
クリス ・ミード，上掲書，ｐ．７８ ．
同上，同ぺ一ジ 。
ジョー・ 小泉，上掲書，ｐ．２３１ ．
（１９９５．　８ ．　３０）
（６９６）
